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CA92276-8898-01 
 
 
 
 

PRIMERGY BX620 S5 サーバブレード ご使用上の注意 
 
 
このたびは、弊社の製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。本製品に添付されておりますマニュアル

類の内容に追加および訂正事項がございましたので、ここに謹んでお詫び申し上げますとともに、マニュアルをご覧になる場

合に下記に示します内容を合わせてお読みくださるようお願いいたします。 
 

2010 年 10 月 
富士通株式会社 

1. PRIMERGY BX620 S5 サーバブレードに関する留意・注意事項 
本書に記載されていないその他の留意・注意事項については、「PRIMERGY」ページの「ブレードサーバ」 
（http://primeserver.fujitsu.com/primergy/blade/）をご覧ください。 

2. 最新マニュアルについて 
最新の PRIMERGY BX620 S5 サーバブレード関連マニュアルについては、弊社インターネット情報ページ 
（http://primeserver.fujitsu.com/primergy/manual.html）をご覧ください。 

3. 『PRIMERGY BX620 S5 サーバブレード ユーザーズガイド』B7FH-6201-02 への訂正事項 

訂正 3.2.10 Advanced Processor Options サブメニュー（関連ページ：P.76） 
以下の記述を追記します。 
 

項目 設定値 説明 
QPI Bus Speed ・Automatic（ご購入時） 

・4.800GT 
・5.866GT 
・6.400GT 

QPI Bus Speed の設定の設定です。 

 

訂正 3.2.19 LAN Settings サブメニュー（関連ページ：P.88） 
太字下線部が訂正箇所です。 

誤） 
項目 設定値 説明 

Management LAN ・Enabled（変更禁止） リモートマネジメントコントローラが LAN ポートを使用する

かどうかの設定です。 
 Management LAN Port ・LAN 1（ご購入時） 

・LAN 2［注］ 
リモートマネジメントコントローラが使用する LAN ポートの

設定です。 
この項目は「Management LAN」が「Enabled」に設定さ

れている場合のみ表示されます。 
 DHCP ・Disabled 

・Enabled（ご購入時） 
「Enabled」に設定すると、リモートマネジメントコントローラ

が使用するLAN ポートのネットワークの設定を DHCP サ
ーバから取得します。DHCP サーバから取得する場合、

「 Local IP Address 」 「 Subnet Mask 」 「 Gateway 
Address」の設定は必要ありません。 
「Disabled」に設定した場合は IP アドレスの設定が必要

になります。 
 Local IP Address [nnn.nnn.nnn.nnn] リモートマネジメントコントローラが使用する LAN ポートの

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを入

力します。 
 Subnet Mask [nnn.nnn.nnn.nnn] 
 Gateway Address [nnn.nnn.nnn.nnn] 
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正） 
項目 設定値 説明 

Management LAN ・Enabled（変更禁止） リモートマネジメントコントローラが LAN ポートを使用する

かどうかの設定です。 
 Management LAN Port ・LAN 1（ご購入時） 

・LAN 2［注］ 
リモートマネジメントコントローラが使用する LAN ポートの

設定です。 
この項目は「Management LAN」が「Enabled」に設定さ

れている場合のみ表示されます。 
 DHCP ・Disabled 

・Enabled（ご購入時） 
「Enabled」に設定すると、リモートマネジメントコントローラ

が使用するLAN ポートのネットワークの設定を DHCP サ
ーバから取得します。DHCP サーバから取得する場合、

「 Local IP Address 」 「 Subnet Mask 」 「 Gateway 
Address」の設定は必要ありません。 
「Disabled」に設定した場合は IP アドレスの設定が必要

になります。 
 Local IP Address [nnn.nnn.nnn.nnn] リモートマネジメントコントローラが使用する LAN ポートの

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを入

力します。 
 Subnet Mask [nnn.nnn.nnn.nnn] 
 Gateway Address [nnn.nnn.nnn.nnn] 
 VLAN ID Tagging ・Disabled 

・Enabled（ご購入時） 
リモートマネジメントコントローラが Tag 付 VLAN のパケッ

トのみを受け付けるかどうかの設定です。 
 VLAN ID ・0~4094 

・0（ご購入時） 
VLAN ID を設定します。 

 VLAN Priority ・0~7 
・0（ご購入時） 

VLAN Priority を設定します。 

4. 『ソフトウェアガイド』B7FH-6161-01 への訂正事項 

追記 1.3.5 LAN ドライバ詳細設定ツール（関連ページ：P.19） 
以下の記述を追記します。 
■ LAN ドライバの詳細設定「BACS」 

BACS は、複数のアダプタをチーム化して、ロードバランスなどの機能を提供する BASP（Broadcom Advanced Server 
Program）などからなる統合型 GUI アプリケーションです。 

 

訂正 1.3.6 高信頼ツールがサポートする OS（関連ページ：P.19） 
高信頼ツールのサポート OS について、下表に読み替えてください。 
 

高信頼ツール 

Windows Server 2003 Windows Server 2003 Linux 

フル 
インス 
トール 

Server 
Core 
インス 
トール 

x64 x86 x86 Intel64 
EM64 

ServerView Operations 
Manager（Apache 版） ○ － ○ ○ ○ ○ [注 1] 

ServerView Operations 
Manager（IIS 版） ○ [注 2] － － ○ － － 

ServerView エージェント ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ServerView RAID ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
RAS 支援サービス ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
HRM/Server ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
REMCS エージェント ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
UpdateAdvisor（本体装置） ○ ○ ○ ○ ○ [注 3] 
DSNAP ○ ○ ○ ○ － － 
PROBEPRO － － － ○ － － 
Tape Maintenance Advisor ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ソフトウェアサポートガイド ○ ○ ○ ○ － － 
Intel® PROSet ○ ○ ○ ○ － － 
Broadcom Advanced Control
Suite (BACS) ○ ○ ○ ○ － － 
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注 1： Web ブラウザを使用した画面表示はできません。ServerView Operations Manager の画面表示を行う場合は、別の

サーバ／パソコンの Web ブラウザを使用してください。 
注 2： Windows Server 2008 (64-bit) には対応していません。 
注 3： Linux をお使いの場合は、『サポート＆サービス』をご覧ください。 
 

訂正 1.4.1 Windows の場合（関連ページ：P.21） 
各モードでの新規インストールおよび Windows インストールタイプでの、高信頼ツールのインストール設定に

ついて、下表に読み替えてください。 
○：自動でインストールされます。 
△：インストールする場合、選択が必要です。初期状態では選択されています。 
▲：インストールする場合、選択が必要です。初期状態では選択されていません。 
－：手動でインストールしてください。 

高信頼ツール 

新規インストール Windows インストール 
タイプの開封 

クイック 
モード 

ガイド 
モード 

Windows 
Server 
2008 

Windows 
Server 
2003 

ServerView Operations Manager（Apache 版） ○ △ △ △ 
ServerView Operations Manager（IIS 版） － ▲[注] － － 
ServerView エージェント ○ ○ ○ ○ 
ServerView RAID ○ △ △ △ 
RAS 支援サービス ○ △ △ △ 
HRM/Server ○ △ △ △ 
REMCS エージェント ○ △ △ △ 
UpdateAdvisor（本体装置） ○ △ ○ ○ 
DSNAP ○ △ ○ ○ 
PROBEPRO － ▲ － ▲ 
Tape Maintenance Advisor － － ▲ － 
ソフトウェアサポートガイド ○ △ ○ ○ 
Intel® PROSet ○ ○ ○ ○ 
Broadcom Advanced Control Suite (BACS) ○ ○ ○ ○ 
注： Windows Server 2008 (64-bit)、Windows Server 2003 x64 では選択できません。 

訂正 2.3.2 SVIM のご使用にあたって（関連ページ：P.32） 
太字下線部が訂正箇所です。 

誤） 
■ フロッピーディスクの用意 

SVIM を使用して OS をインストールする場合、設定した情報をコンフィグレーションファイルとしてフロッピーディスクに保

存できます。保存したコンフィグレーションファイルは、「2.2.2 再インストールする場合」（→ P.27）や、「2.2.3 2 台目以降

にインストールする場合」（→ P.29）で、利用できます。コンフィグレーションファイルをフロッピーディスクに保存する場合は、

フォーマット済みのフロッピーディスクを 1 枚用意してください。 

正） 
■ フロッピーディスク／USB メモリの用意 

SVIMを使用してOSをインストールする場合、設定した情報をコンフィグレーションファイルとしてフロッピーディスク、USB
メモリに保存できます。保存したコンフィグレーションファイルは、「2.2.2 再インストールする場合」（→ P.27）や、「2.2.3 2 
台目以降にインストールする場合」（→ P.29）で、利用できます。コンフィグレーションファイルをフロッピーディスクに保存

する場合は、フォーマット済みのフロッピーディスクを 1 枚用意してください。 
 

 
Windows Server 2008(32-bit)をインストールする場合、あらかじめ BIOS の Boot メニューにて USB メモリデバイス

を外す必要があります。 
変更を行わない場合、自動インストールが途中で止まってしまいます。必ず変更してください。Windows Server 2008
をインストール後は、設定を元に戻してください。 
お使いのサーバで使用可能な USB フロッピーディスクドライブ、USB メモリについては、「PRIMERGY」ページの「シス

テム構成図」（http://primeserver.fujitsu.com/primergy/system.html）をご覧ください。 
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追記 3.3.3 PXE サーバの準備（関連ページ：P.61） 
■ PXE サーバ/リモートリソースサーバの要件 

以下の記述を追記します。 

 
V4.80 より古いバージョンの ServerView Operation Manager(ServerView Console を含む)がインストールされた

サーバを PXE サーバとして利用できません。 
 

訂正 3.3.3 PXE サーバの準備（関連ページ：P.69） 
太字下線部が訂正箇所です。 

誤） 
TFTP のフォルダ（初期設定の場合 C:¥Program Files¥Fujitsu¥DeploymentService¥tftp）を選択します。 

正） 
TFTP のフォルダ（初期設定の場合 C:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView Suite¥DeploymentService¥tftp)を選択

します。 
 

訂正 4.4.6 LAN ドライバの設定（関連ページ：P.85） 
太字下線部が訂正箇所です。 

誤） 
チームの構成、VLAN の構成、ジャンボフレームなどを使用する場合は、Intel® PROSet を使用し、LAN ドライバを設定し

ます。 
詳しくは、『LAN ドライバ Vnn.n ユーザーズガイド』をご覧ください。 
「Vnn.n」にはお使いの LAN ドライバのバージョンが表示されています。 

正） 
チームの構成、VLAN の構成、ジャンボフレームなどを使用する場合は、Intel® PROSet または、BACS を使用し、LAN ド

ライバを設定します。 
詳しくは、『LAN ドライバ Vnn.n ユーザーズガイド』または、『オンボード LAN ドライバ & Broadcom Advanced Control 
Suite for Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』をご覧ください。 
「Vnn.n」または、「Vn.n.n」にはお使いの LAN ドライバのバージョンが表示されています。 
 

追記 第 7 章 高信頼ツール（関連ページ：P.158） 
以下の記述を追記します。 
7.13 LAN ドライバの詳細設定「BACS」 

BACSは、複数のアダプタをチーム化して、ロードバランスなどの機能を提供するBASP（Broadcom Advanced Server 
Program）などからなる統合型 GUI アプリケーションです。 
 

 
・ Windows Server 2008 Server Core インストールの環境には、BACS はインストールできません。 
・ 本サーバのオンボード LAN と LAN 拡張 ボードでの Teaming はできません。 
・ BACS の［Diagnostics］タブから起動する診断機能は使用できません。 
・ BACS は Linux には対応していません。 

 
7.13.1 BACS のインストール 

 
・ SVIM を使用して OS をインストールした場合は、OS や他の高信頼ツールと同時に一括インストールされます。 

 
「コントロールパネル」に「Broadcom Control Suite」が登録されていない場合は、BACS がインストールされていませ

ん。BACS を手動でインストールするには、『オンボード LAN ドライバ＆Broadcom Advanced Control Suite for 
Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』をご覧ください。 
 
『オンボードLANドライバ＆Broadcom Advanced Control Suite for Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』につい

ては、「PRIMERGY」ページの「マニュアル」（http://primeserver.fujitsu.com/primergy/manual.html）に掲載し

ているマニュアルをご覧ください。 
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7.13.1 BACS のインストール 

Broadcom Advanced Control Suite (BACS)の使用方法については、『オンボード LAN ドライバ & Broadcom 
Advanced Control Suite for Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』をご覧ください。 

5. 『ソフトウェアガイド』B7FH-6441-01 への訂正事項 
追記 1.3.5 LAN ドライバ詳細設定ツール（関連ページ：P.19） 

以下の記述を追記します。 
■ LAN ドライバの詳細設定「BACS」 

BACS は、複数のアダプタをチーム化して、ロードバランスなどの機能を提供する BASP（Broadcom Advanced Server 
Program）などからなる統合型 GUI アプリケーションです。 

 

訂正 4.4.6 LAN ドライバの設定（関連ページ：P.83） 
太字下線部が訂正箇所です。 

誤） 
チームの構成、VLAN の構成、ジャンボフレームなどを使用する場合は、Intel® PROSet を使用し、LAN ドライバを設定し

ます。 
詳しくは、『LAN ドライバ Vnn.n ユーザーズガイド』をご覧ください。 
「Vnn.n」にはお使いの LAN ドライバのバージョンが表示されています。 

正） 
チームの構成、VLAN の構成、ジャンボフレームなどを使用する場合は、Intel® PROSet または、BACS を使用し、LAN ド

ライバを設定します。 
詳しくは、『LAN ドライバ Vnn.n ユーザーズガイド』または、『オンボード LAN ドライバ & Broadcom Advanced Control 
Suite for Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』をご覧ください。 
「Vnn.n」または、「Vn.n.n」にはお使いの LAN ドライバのバージョンが表示されています。 
 

追記 第 7 章 高信頼ツール（関連ページ：P.175） 
以下の記述を追記します。 
 
7.13 LAN ドライバの詳細設定「BACS」 

BACSは、複数のアダプタをチーム化して、ロードバランスなどの機能を提供するBASP（Broadcom Advanced Server 
Program）などからなる統合型 GUI アプリケーションです。 
 

 
・ Windows Server 2008 Server Core インストールの環境には、BACS はインストールできません。 
・ 本サーバのオンボード LAN と LAN 拡張 ボードでの Teaming はできません。 
・ BACS の［Diagnostics］タブから起動する診断機能は使用できません。 
・ BACS は Linux には対応していません。 

 
7.13.1 BACS のインストール 

 
・ SVIM を使用して OS をインストールした場合は、OS や他の高信頼ツールと同時に一括インストールされます。 

 
「コントロールパネル」に「Broadcom Control Suite」が登録されていない場合は、BACS がインストールされていませ

ん。BACS を手動でインストールするには、『オンボード LAN ドライバ＆Broadcom Advanced Control Suite for 
Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』をご覧ください。 
 
『オンボードLANドライバ＆Broadcom Advanced Control Suite for Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』につい

ては、「PRIMERGY」ページの「マニュアル」（http://primeserver.fujitsu.com/primergy/manual.html）に掲載し

ているマニュアルをご覧ください。 
 

7.13.1 BACS のインストール 
Broadcom Advanced Control Suite (BACS)の使用方法については、『オンボード LAN ドライバ & Broadcom 
Advanced Control Suite for Windows 2003/2008 Vn.n.n/Vn.n.n』をご覧ください。 



6 / 6 
 

6. 『リモートマネジメントコントローラ ユーザーズガイド』B7FH-6291-01 への訂正事項 

訂正 4.8.1 ネットワーク インタフェース（関連ページ：P.57） 
太字下線部が訂正箇所です。 

誤） 
項目 説明 

IP 構成  
 LAN ポート リモートマネジメントコントローラが使用する LAN ポートを指定します。 

・専用 LAN ポート 
リモートマネジメントコントローラ専用の LAN ポートを使用します。 
・共用 LAN ポート 
リモートマネジメントコントローラとサーバで LAN ポートを共用します。 

正） 
項目 説明 

IP 構成  
 LAN ポート リモートマネジメントコントローラが使用する LAN ポートを指定します。 

・共有 LAN ポート 1 
リモートマネジメントコントローラとサーバで LAN ポート 2 を共用します。 
・共用 LAN ポート 2 
リモートマネジメントコントローラとサーバで LAN ポート 2 を共用します。 

 
 
 

以上 

Copyright FUJITSU LIMITED 2010



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-BoldMT
    /ArialMT
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


